
７

法
別
表
第
二
の
一
の
七
の
項
の
総
務
省
令
で
定

め
る
事
務
は
、
選
挙
人
が
引
き
続
き
当
該
都
道
府

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
と
す

る
。

５

法
別
表
第
二
の
一
の
五
の
項
の
総
務
省
令
で
定

め
る
事
務
は
、
選
挙
人
が
引
き
続
き
当
該
都
道
府

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
と
す

る
。

８
〜
25

﹇
略
﹈

６
〜
23

﹇
同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

24

法
別
表
第
二
の
五
の
十
三
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
七
条
第
五
項
の
実
費
弁
償
の
請
求
の

受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審

査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る
応
答

二

災
害
救
助
法
第
十
二
条
の
扶
助
金
の
支
給
の

申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い

て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

26

法
別
表
第
二
の
五
の
十
三
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

25

法
別
表
第
二
の
五
の
十
四
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

27

法
別
表
第
二
の
五
の
十
四
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

26

法
別
表
第
二
の
五
の
十
五
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

28

法
別
表
第
二
の
五
の
十
五
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

27

法
別
表
第
二
の
五
の
十
六
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

29

法
別
表
第
二
の
五
の
十
六
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

28

法
別
表
第
二
の
五
の
十
七
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

30

法
別
表
第
二
の
五
の
十
七
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

29

法
別
表
第
二
の
五
の
十
八
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

31

法
別
表
第
二
の
五
の
十
八
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

30

法
別
表
第
二
の
五
の
十
九
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

32

法
別
表
第
二
の
五
の
十
九
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

31

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

33

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

32

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
一
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
六

略
﹈

﹇
一
〜
六

同
上
﹈

34

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
一
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

33

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
二
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
六

略
﹈

﹇
一
〜
六

同
上
﹈

35

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
二
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

34

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
三
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

36

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
三
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

35

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
四
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
十
三

略
﹈

﹇
一
〜
十
三

同
上
﹈

37

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
四
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

36

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
五
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

38

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
五
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

37

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
六
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
被
保
険
者
証
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
、
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
、
限
度
額
適
用
認
定
証
又

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏

名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

二

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
被
保
険
者
証
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
、
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
又
は
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変

更
の
事
実
の
確
認

﹇
三
〜
八

略
﹈

﹇
三
〜
八

同
上
﹈

39

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
六
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

38

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
七
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

40

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
七
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
第
四
項
若
し
く
は
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条

第
十
項
の
開
始
若
し
く
は
変
更
の
申
請
の
受
理
又

は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
と
す

る
。

39

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
八
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
第
十
四
条
第
四
項
若
し
く
は
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条

第
十
項
の
開
始
若
し
く
は
変
更
の
申
請
の
受
理
又

は
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
と
す

る
。

41

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
八
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

40

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
九
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

42

法
別
表
第
二
の
五
の
二
十
九
の
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

41

法
別
表
第
二
の
五
の
三
十
の
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈
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